CNRS from Japan : フランスで研究留学,就職 by 成田, 哲治
Title CNRS from Japan : フランスで研究留学,就職
Author(s)成田, 哲治


















でボス ドクを5ヶ月,フランス (ス トラスプール､パ リ)で3年 1ヶ月勤めた後,2003
年 10月よりフランスの工業物理化学高等専門学校 (EcoleSup6rieuredePhysiqueetde
chimielndustrieles､パ リ)で常勤研究員のポス トを得た.筆者 も予備知哉 なしでフ
ランスに渡ったが､この国には日本 ともアメリカとも異なる独 自の研究教育システム
があり､研究と研究以外の生活を愉 しむ風土がある｡ 本稿では,将来外国での留学 ･


















は研究室によって逢 うが一般に大 きく,50人以上の職員･学生から構威 される研究室
もある.常勤職員の割合が日本より高い.以下に代表的な五つの役職 を示す.
(-) 数枚 (professeur),助教及 (Ma壬tredeconf6rence)
日本 と同 じく,所属する大学において講義を行 うとともに研究を行 う.
(ニ) cNRS研究員 (Chargederecherche､Directeurderecherche)
筆者が得たこのポス トはフランスの研究制度の特徴 といえよう｡ 4段階のランク
がある.CNRSに所属するため大学等での講義の義務がなく,研究 を中心に行 う.
cNRSの推奨する人材流動化プログラムにより,海外の研究室への長期短期の滞在､

















他国におけるボス ドクと同 じ.フランスではあまり一般的ではないポス トで,財









いようである (グループ内の協調).一研究室内で管理 された裟畳を共同で使用 した
り,研究室内のセミナー,全体の奔走合がある (研究室内の協調).同一 ･関連分野
の研究者の世間は非常に狭.く,特に同 じセクション内では研究室を訪問してのセミナ
ー,研究活動･学位論文の審査などを通 じてお互いが研究活動 をよく把握 している(皇





















多くのフランス人同株,研究者 も仕事以外の時間 ･余暇 を大切にするので,深夜 ･
週末 ･ヴァカンスシーズンに働いている人は少ない (いることはいる).有給休暇は
非常に多く,研究室でもほとんどの人が夏 (7月から8月).冬 (クリスマス休暇),
秦 (復活祭)のヴァカンスを取 る.共同研究者が示 し合わせてヴァカンスを同 じ週に
















カデミックポス トへ就職することは難 しいであろう.日本で取得 した学位は,十分な
成果があれば,フランスのものと同等と扱われるようである.
2.1ボス ドクの受け入れ研究室と財源




















と面接 を行 う.国籍による制限はないが年齢制限はある.学位取得直後での採用 もあ
































研究者間で有力な人 ･有能 と認められている研究者に知 られている必貴がある (コネ
というと聞こえは悪いが).他の研究室を訪問 して非公式でもセ ミナーをさせてもら
ったり,研究室を訪れた有力者に自分の仕事を説明 したりしてアピールする必貴があ
る.そうすることで候補者 を探 している研究室を紹介 してもらえたりする.現実的に




とは否め無いが,こちらから働 きかけてい くことで,受け入れて くれると筆者は感 じ
る.能力と努力と運次第で可能性 を開 くことができる.筆者は日仏でそう多 くの研究
室の実情 を知 っている訳ではないので,情報に偏 り･誤 りがあるかもしれないが,本
稿が日本のやる気のある若手研究者の読者の方々に,より幅広い選択 をするための一
助 となれば辛いである.
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